
公
民
館
は
集
い
の
場
で
あ
り
、
友
達
を
作
る
場
で
す
（
谷
戸
公
民
館
利
用
者
）

公民館だより 2010.2.1（3）

公
民
館
は
集
い
の
場
で
あ
り
、
友
達
を
作
る
場
で
す
（
谷
戸
公
民
館
利
用
者
）

ご
用
意
が
で
き
て
お
り
ま
す

�

ふ
る
さ
と
切
符

�

公
運
審
委
員　

千
葉
桂
子

　

豊
か
な
自
然
、
温
か
な
家
族
や
友

人
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
出
会
い
。

そ
の
中
で
ひ
と
を
人
と
し
て
慈
し
み

育
て
て
く
れ
る
故
郷
。
イ
イ
ネ
エ
！

帰
る
所
の
あ
る
人
は
…
…
。
ま
て
よ
、

こ
れ
か
ら
こ
こ
を
巣
立
っ
て
い
く
若

者
や
、
こ
こ
を
つ
い
の
住
み
か
と
思

っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
西
東
京

は
そ
ん
な
故
郷
と
い
え
る
の
か
な
？

公
民
館
世
代
を
超
え
た
出
会
い
の
場

　

ち
な
み
に
、
公
民
館
だ
よ
り
を
開

い
て
み
よ
う
。
学
習
講
座
や
趣
味
、

イ
ベ
ン
ト
と
な
ん
と
た
く
さ
ん
の
出

会
い
の
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
有
意
義
で
楽

し
い
活
動
の
場
を
通
し
て
生
ま
れ
た

絆
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
公

民
館
が
新
し
い
故
郷
づ
く
り
の
拠
点

　

オ
リ
ー
ブ
の
樹
々
に
春
が
訪
れ
よ
う
と

す
る
中
も
、
世
界
で
は
紛
争
が
絶
え
ま
せ

ん
。
同
じ
今
を
生
き
る
紛
争
地
の
人
々
の

姿
を
、
気
鋭
の
写
真
家
に
よ
る
最
新
の
写

真
と
リ
ポ
ー
ト
で
学
び
ま
す
。

　

世
界
の
現
在
へ
の
眼
差
し
を
、
一
緒
に
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

土
曜
日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
順
）

▼
講　

師
＝
高
橋
美
香
（
写
真
家
）

▼
申　

込
＝
２
月
５
日

（金）�

10
時
か
ら
電
話
で
谷
戸
公
民
館

へ

回 月日 内　容

1 2/13 パレスチナに生きる人々①

2 2/27 パレスチナに生きる人々②

　

ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

御
守
り
作
り
や
、
地
す
べ
り
面

の
粘
土
か
ら
作
っ
た
パ
ス
テ
ル

の
使
用
な
ど
、
身
近
な
も
の
を

使
い
な
が
ら
、
自
然
環
境
と
の

関
わ
り
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

日
曜
日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方�

（
高
校
生
以

上
）

▼
定　

員
＝
15
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申　

込
＝
２
月
８
日

（月）�

17
時

ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
田
無
公
民
館
へ

【
メ
ー
ル
で
の
申
込
方
法
】

①
送
信
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

ko
u
m
in
kan

@
city.n

ish
ito

　

kyo
.lg
.jp

②
件
名
「
田
無
公
民
館　

講
座

申
込
」

③
本
文
「
氏
名
・
住
所　

(

ま

た
は
在
勤
・
在
学
先
）・
電

話
番
号
・
年
齢
」
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
ち
ら
か
ら
の
確
認
メ
ー
ル

が
届
い
た
時
点
で
申
込

が
完
了
し
ま
す
。
確
認

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

回 月日 内　容 講　師

1 2/14
土のパステル‘ド
パス’を使って

渥美圭子（国土防災技術株式
会社・日本パステルホープア
ート協会インストラクター）

2 2/21
‘ドリームキャッ
チャー’を作ろう

浅葉和子（浅葉和子デザイン
教室主宰・金沢文庫芸術祭プ
ロデューサー）

3 3/7
セルフクエスト＆
振り返り

担当職員

※全回参加できる方を優先いたします

田無公民館

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
自
治
会
、
文
化

祭
な
ど
の
行
事
に
使
用
す
る
た
め
に
、

雑
誌
や
楽
譜
を
コ
ピ
ー
し
、
Ｃ
Ｄ
を

ダ
ビ
ン
グ
し
て
気
軽
に
使
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
多
く
の
場
合
、
作
者
の
著

作
権
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
基
礎
的
な

こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き
＝
２
月
26
日

（金）

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
駅
前
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
順
）

▼
講　

師
＝
大
和
淳
（
東
京
農
工
大

学
総
務
部
長
）

▼
申　

込
＝
２
月
３
日

（水）�

10
時
か
ら

電
話
で
保
谷
駅
前
公
民
館
へ

保谷駅前公民館

　

教
科
書
で
読
ん
だ
日
本
文
学
の
名
作

を
も
う
一
度
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
品
や
作
家
に
つ
い
て
学
び
、
そ
こ

か
ら
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
「
生
き

方
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り　

木
曜
日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
▼
定　

員
＝
30
人

▼
講　

師
＝
助す

け

川が
わ

幸こ
う

逸い
ち

郞ろ
う

（
横
浜
市
立

大
学
講
師
）

▼
申　

込
＝
往
復
は
が
き
で
２
月
８
日

（月）
消
印
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は

２
月
10
日

（水）�

16
時
か
ら
公
民
館
事
務

室
前
に
て
公
開
抽
選
と
し
ま
す

往
復
は
が
き
書
き
方

　

往
信
面
の
裏
面
に
①
文
学
講
座
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

⑤
電
話
番
号　

返
信
面
は
申
込
人
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

敬
称
記

入)

、
裏
面
は
白
紙
。
は
が
き
の
あ

て
先
は
〒
188
―
０
０
０
１
西
東
京
市

谷
戸
町
１
―
17
―
２　

谷
戸
公
民
館

回 月日 内　　　容

1 2/18
充たされない日本の私
～『羅生門』と『こころ』と『舞姫』の

頼りない主人公たち～

2 2/25
袁さんは李徴の友達だったのか？
～現代学生のコミュニケーションツールと『山月記』～

3 3/4
“大衆”にうけた谷崎源氏・“エリート”しか読まなかった与謝野源氏
～近代日本の女性文化と『源氏物語』～

4 3/11
少女漫画？歌詞？ブログ？
～元祖サブカルチュア作家としての太宰治～

5 3/18
教科書に載っている司馬遼太郎・教科書に載らない松本清張
～21世紀における「物語」のゆくえ～

　

ガ
ム
テ
ー
プ
の
芯
と
セ
ロ
ハ
ン
な

ど
を
使
用
し
た
万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。

自
由
な
色
の
組
み
合
わ
せ
で
光
を
通

し
た
と
き
の
模
様
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
と　

き
＝
３
月
13
日

（土）

　

10
時
～
12
時
30
分

▼
と
こ
ろ
＝
保
谷
駅
前
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
の
小
学
校
一

年
生
～
三
年
生

詳
し
く
は
、
来
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

自
然
を
使
っ
て
楽
し
む

�

～
青
年
向
け
環
境
講
座
～

谷戸公民館

谷戸公民館

と
な
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
か
も
！　

若
い
人
た
ち
が
西
東
京
を
、
大
人
に

な
る
通
過
地
点
と
し
て
で
は
な
く

「
自
分
の
ふ
る
さ
と
」
と
思
っ
て
巣

立
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ネ
。

　

そ
ん
な
公
民
館
活
動
を
支
え
、
魅

力
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、
職
員
だ

け
で
な
く
市
民
一
人
ひ
と
り
の
知
恵

や
ア
イ
デ
ア
、
行
動
す
る
気
持
ち
が

不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
…

…育
て
た
り
育
て
ら
れ
た
り
公
民
館

　

長
い
時
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
知

恵
や
知
識
、
技
術
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま

っ
て
い
る
中
高
年
の
皆
さ
ん
（
私
も

そ
の
一
人
で
す
が
）、
自
分
た
ち
の

た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち
の
た
め
に

も
「
故
郷
は
西
東
京
だ
」
と
い
え
る

よ
う
な
所
に
す
る
た
め
に
ち
ょ
っ
と

だ
け
受
け
身
の
活
動
か
ら
積
極
的
な

活
動
に
変
身
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
夢

と
希
望
を
持
っ
て
公
活
（
公
民
館
活

動
）
し
ま
し
ょ
う
！


